
　　　　　　　　　０９．０４．０３　栃木県テニス協会　理事長　井村孝一

　ＴＴＡ　レポート　(ＮＯ.４７)　

1､　ＴＴＡの動き
 (1)　３／１５(日)全日本都市対抗県予選
1)９都市が参加し熱戦が繰り広げら､優勝の宇都宮市は､5/16～17の関東ﾌﾞﾛｯｸ予選(栃木県開催)に出場｡

優勝 準優勝 3位 ｺﾝｿﾚｰｼｮﾝ優勝
宇都宮市 大田原市 小山市 佐野市

 (2)　３／２８(土)審判講習会(ルール講習会及びＣ級審判員認定会)
　1)宇都宮大学の教室をお借りして､３０数名の参加を得､ＪＴＡから大久保範子氏を講師に実施｡
2)冒頭(井村)から挨拶抜粋｢12～18才のジュニア大会実施中､次代を担うジュニアの１０ケ年計画推進中｡
　講習会今大会で私も４回ﾛｰﾋﾞﾝｸﾞｱﾝﾊﾟｲｱを務めたが､皆さんのご協力を!!　｢ジュニアと保護者のルールとマナー
　　の講習会-次代を担うジュニア発掘・普及・育成中期計画に基く-｣を実施しルールとマナーの意識高揚に｡
　ポイント･ポイントで｢ハッと感動する一言｣を吸収し､今後に実践を!!
　(3)笹川スポーツ財団のスポーツエイド---08年度０だったが､09年度は５００K¥補助認可
　｢ジュニアと保護者のルールとマナーの講習会-次代を担うジュニア発掘・普及・育成中期計画-｣を５回実施予定
　審判委員会中心に､各委員会の協力で､実施を！！
2､　３／２２(日)18:00～　｢０８年度　第5回 一貫指導運営会議｣
1)県体協からも出席を得９名で討議､①1/12に１１才以下ｼﾞｭﾆｱ発掘強化事業---16名参加､多くの参加を！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　②関東ｵｰﾌﾟﾝｼﾞｭﾆｱ前の強化練習会の実施　　③ﾒﾝﾀﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞの高妻先生に今後も来栃を　
　④ﾌｨｼﾞｶﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞに海老澤先生に協力を仰ぐ
2)2009JTAﾅｼｮﾅﾙｺｰﾁﾝｸﾞ･ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ参加報告抜粋---青柳･川村両氏が参加
　①12才迄に基礎を　　②食事の量とﾊﾞﾗﾝｽ　　③知らないと見えないが､知ることによって見えることが
　沢山あることを知る重要性　　④世界を目指す」気概と英語力

3､　３／１８(水)15:00～16:55　JTA評議員会---61名参加､井村出席
1)盛田会長挨拶　　①08年度収支　対予-6M¥､09年度収支0(経費-20%削減)　　②世界的不況､AIGも辞退
　　③08/2　NTC完成の稼働率96%､ワンコイン15M¥確保だが､30M¥要　　④実業団ﾘｰｸﾞのあり方検討
　　⑤ピンチをチャンスに｡スリム化と効率化
2)議案審議後､評議員から2件---･ベテラン委員会のあり方　　･国体補助員の削減検討依頼

4､　３/２４(火)14:00～16:50　KTA常務理事会　　全20名出席､(井村)出席

(1)関東オープンの一般の参加減---特に女子D､一般のWC基準の検討　　｢選手各人で申込､申込期限厳守を!
　　1)関東ｵｰﾌﾟﾝ(一般)---申込　4/20(月)17時必着｡4/24(金)13:00～ﾄﾞﾛｰ会議
　　1)関東ｵｰﾌﾟﾝ(ﾍﾞﾃﾗﾝ)---申込　4/21(火)17時必着｡5/7(木)10:00～ﾄﾞﾛｰ会議｡高齢化もありﾄﾞﾛｰ数増
　　　　　８０枠増(男子45才D､50才D､70才SD｡女子40才D､65才D､70才S)
(2)JTA功労者表彰---3/9通達－3/23KTA締切－4/1JTA締切｡都道府県で５年以上で５５才以上対象｡
　　　　　　　　　　　　　　今年は７名推薦(栃木県､山梨県無し)｡
　　　＊栃木県もこの１５年間のＴＴＡ･KTA･JTAの委員名簿を整理し､計画的に功労者の推薦を図る｡
(3)０８年度事業実績･収支見込及び０９年度事業計画･収支予算の概略
　　　7/18～19　第48回関東実業団対抗ﾃﾆｽﾄｰﾅﾒﾝﾄ（ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟﾙ･ﾃﾆｽ関東)---栃木県開催
　　　8/22～23　第64回国体関ﾌﾞﾛ(千葉県)　　　　12/12～13　ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟﾄｰﾅﾒﾝﾄ関東決勝大会
(4)ATF　１４Ｕ　須玉国際ｼﾞｭﾆｱﾄｰﾅﾒﾝﾄ　　　　KTAから120K¥協賛
(5)第9回指導者のためのリフレッシュ講習会---2/28（土)１２０名参加､亜細亜大学日の出校地ﾃﾆｽｺｰﾄで実施
　1)２ｸﾞﾙｰﾌﾟに分け､子供の伸びに応じたトレーニング方法の指導(9:30～12:30)
　　①ｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝ系ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ　　･定位能力　･変換能力　･ﾘｽﾞﾑ能力　･反応能力　･ﾊﾞﾗﾝｽ能力　･連結能力　
　　　　　･識別能力の７項目につき資料に基づき講義を受け実技に
　　②ｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝ実技　W-UP後､･ｳｫｰｷﾝｸﾞ　･ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ　･ｽﾄﾚｯﾁﾝｸﾞ体操･ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ　･静的･股関節系ｽﾄﾚｯﾁ･ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ
　　　　　･動き作り(ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾄﾞﾘﾙ､ｽﾌﾟﾘｯﾄﾄﾞﾘﾙ)　･ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｽﾄﾚｯﾁ　･簡単ｹﾞｰﾑ(ｼｰｿｰ､手押し相撲､ｼﾞｬﾝｹﾝ他)
　　③ﾎﾞｰﾙを使用したｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝ---ﾃﾆｽﾎﾞｰﾙを1～3個を各人で｡1～4人での反応能力
　2)午後は､ボレーの基本､サービスリターン､ダブルス形式の練習後､１６：３０に終了
(6)全日本都市対抗関東予選の件
　1)5/16～17に栃木県で実施｡栃木県･茨城県･埼玉県･千葉県の４県で２枠｡1日で消化予定
　2)KTAから通達出す､参加料で全て賄う(コート代､ボール代､運営･RU費)｡井村ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ+3名運営委員･RU｡
　3)井村から提案｢4都県での選考であり､後の全日本考えれば費用もかかる｡順番制にしてはどうか｣
　　⇒埼玉県は４地区で予選会､今年こその気概有り､順番制はとんでもない｡関東枠は６だが成績でも変る｡
　　　　０９年は地元千葉県であり､予選会は今後とも要｡
(7)実業団委員会から報告　　3/14(土)15:00～17:40　KTA会議室に8名出席
　1)０８年度の総括　　　第47回ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟﾙ関東大会(08.7.19～20　埼玉県)---酷暑､ｺｰﾄ代減免無し､収支赤字無し
　　　　　　　　　　　　　　08.9.5～7　第23回関東実業団ﾘｰｸﾞ戦(山梨県)---ｸﾚｰｺｰﾄ使用､3日間晴天
　2)０９年度計画
　　①第４８回ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟﾙ関東大会(09.7.18～19　栃木県)
　　　ｲ､要項案を一部修正後､4/末に懸案事項を決定し､各都県に配布
　　　ﾛ､女子の山梨県辞退､要項に従い補充する｡アマチュア資格の表現は無くし､全国大会に合わせる｡
　　　ﾊ､栃木県実業団委員長に異動があり､引継ぎを密にし､運営に支障なきよう努める
　　　ﾆ､運営協力の㈱SPDに代わり､㈱Ｔ-Oｆｆｉｃｅに委託変更｡業務提案内容を精査し発注する｡
　　②第24回関東実業団ﾘｰｸﾞ戦---09.9.4～6　千葉県で実施 以上



　　　　　　　　　０９．０５．０１　栃木県テニス協会　理事長　井村孝一

　ＴＴＡ　レポート　(ＮＯ.４８)　

1､　ＴＴＡの動き
 (1)　全日本都市対抗関東予選
1)09.5.16(土)　宇都宮市屋板運動場　テニスコート(9面)　　予備日　09.5.17(日)　壬生ﾃﾆｽｺｰﾄ(6面)
2)栃木県(宇都宮市)･茨城県･埼玉県･千葉県の４県で２枠
 (2)　４／１９(日)15:00～　０８年度総会､表彰式､懇親会
　1)08年度事業実績･収支及び09年度事業計画･予算の説明---順調に進行し満場一致で賛成｡16:45に終了｡
2)表彰式では､ランキング表彰に先立ち､今年度からの特別表彰が行われた｡
　①㈱ケイ・エル・エス　代表取締役　鈴木　渡　様<地元業者として砂入り人工芝の製造､設計､施工に貢献>
　②０８マスターズの全国大会で団体２位---監督鈴木秀男氏｡選手は梅津京､鈴木秀男･渡邊隆典､松本恭子(ﾍﾞｽﾄ4)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池田美香子･初山良子（準優勝)
　③佐藤政大様、黒田貴臣ペア---第70回テイジン全日本ベテランテニス選手権　’08　３５才の部で優勝
　　　　平成20年10月　8日（火）～10月17日（金）　東山公園テニスセンター室内外共砂入り人工芝20面（室内4面）
3)17:45～　地区協会代表者､表彰者及びTTA役員による懇親会を実施｡退任する久保田副理事長､大田原総務経理
　　　　　　　　委員長の挨拶｡新任の吉井副理事長兼総務経理委員長の挨拶があった｡
　(3)4/23(木)スポレク全国大会打合せ
　①第22回全国スポ-ﾂレクリエーション祭---宮崎県～皆来んね 笑顔まんかい 神話の国で ～　10/18(日)～19(月)宮崎市ｼｰｶﾞｲｱﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ
　　　＊5/23(土)県予選は､30才以上で１２ﾍﾟｱ､40才以上で１４ﾍﾟｱ､50才以上で８ﾍﾟｱ､合計３４ﾍﾟｱで競い合います｡
　　　＊各種目の優勝者は栃木県の代表として全国大会に出場していただきます。
　②2011年栃木県で全国大会開催で､前年の10年5月に栃木県から韓国に派遣(09年12月迄に２ﾁｰﾑ決定要)
　　　⇒09年5月の県予選は､双方の予選会(計３チーム派遣)となる｡
　(4)4/27(月)県体協｢H21年度　競技団体理事長･強化部長･事務担当者会議｣
　1)安納理事長､小曽戸スポーツ振興課長の挨拶｡指定証授与(１８競技　４０名)｡県及び県体協関係紹介
　2)Ｈ２１年度の事業説明及び県民スポーツ大会の説明
　　　テニス---基本強化費　５２０Ｋ￥､一貫指導　４００Ｋ￥､ジュニア育成　４００K¥､トップ指導者招聘　３００Ｋ￥
　　　　　　　　　高校強化奨励費　１，０００Ｋ￥　　合計　２，６２０Ｋ￥　の補助をいただいて強化に活用!!
　(5)4/28(火)10:00～　栃木県ソフトテニス連盟(田村)理事長と打合せ---(井村)＋ＫＬＳ(巻島)常務､(掛端)
　　　1)足利市ﾃﾆｽｺｰﾄの改修計画｡県総合運動公園6面＋栃木市運動公園(8面)をKLSが担当｡
　2)ソフトテニス連盟にも､H21年度の一般大会にKLSから参加賞を出す

2､　ＫＴＡ(関東テニス協会)関係
2､1　関東オープン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1)4/24(金)13:00～14:30　一般の部のＷＣの選考会議

ｴﾝﾄﾘｰ数 　ドロー数 本戦 ＷＣ数 栃木県選手の状況 予選 補欠
男子Ｓ 150 64 42 6 (森田)　WCで本戦OK 64 38
男子Ｄ 47 32 21 3 (高澤･高澤)ﾍﾟｱ　WCで本戦OK 23 0
女子Ｓ 95 64 42 4 (武井)　WCで本戦OK 49 0
女子Ｄ 34 32 23 1 (松重･武井)ﾍﾟｱ　WCで本戦OK 10 0
2)5/7(木)10:00～　ベテランの部の選考会議

35才 60才 65才 70才 35才 65才 70才
男子Ｓ (佐藤) (中山) （佐藤) (小野寺) 男子D (佐藤･黒田) (岡本･藁科) (大峠･喜多方)

(柴田) (長谷川） (藤沼･増田)
(小坂)

45才 50才 45才
女子Ｓ (松本) (佐藤) (落合･宮部)　

　

2､2　4/24(金)15:30～17:00　KTA常務理事会　　全20名出席､(井村)出席
　(1)　５／１５(金)総会に向けて
　　1)H20年度事業報告
　　2)H2１年度事業計画
　　　①5/16～17　全日本都市対抗関東予選(栃木県)　　②7/17～19　関東BP(栃木県)
　　　③8/21～23　国体関ﾌﾞﾛ(千葉県)　　　　④12/12～13　ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ関東決勝大会
　　3)H20年度収支予実算､H21年度予算　　　JTAは20%経費ｶｯﾄ｡KTAは繰越金有り
　　4)H21･22年度役員改選　　H21年度が改選期｡４／３０KTA各委員会の変更締切｡
　　5)総会日程　５／１５(金)14:30～常務理事会　　15:30～H20年度総会･理事会　16:00～H21年度総会･理事会　16:30～懇親会
　(2)　国体関ブロ(千葉県)　　8/21(金)18:00～開会式　(選手のことを考え､食事中心に行う)
　　　　　申込締切　　７／１５(水)　　　　　　　組合せ抽選会　　7/22(水)13:00～　KTA会議室
　(3)関東ジュニア合宿(U－１４)兼ＡＴＦﾜｲﾙﾄﾞｶｰﾄﾞ選手権(４名選出)
　　1)１４才以下男女各１６名(各都県２名)
　　2)６／１２(金)～１４(日)　２泊３日　　　　　６／１２(金)20:00集合　ﾊﾟﾊﾟｽﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ須玉　

以上



　　　　　　　　　　　　　　　　０９．０６．０１　栃木県テニス協会　理事長　井村孝一

　　　　　　ＴＴＡ　レポート　(ＮＯ.４９)　

1､　ＴＴＡの動き
 (1)　スポレク結果　5/23(土)  　　　30才以上で１２ﾍﾟｱ､40才以上で１４ﾍﾟｱ､50才以上で８ﾍﾟｱ､合計３４ﾍﾟｱで競い合った｡
 ①第22回全国スポ-ﾂレクリエーション祭は、宮崎県で開催＊　～ 皆来んね 笑顔まんかい 神話の国で ～
　　10/18(日)～19(月)宮崎市ｼｰｶﾞｲｱﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ　　　　＊各種目の優勝者は栃木県の代表として全国大会に出場
30才以上 40才以上 50才以上
津浦隆之 鈴木幸夫 藤瀬正邦
大山千恵子 斉藤敦子 大塚綾子

　②2011年栃木県で全国大会開催で､前年の10年5月に栃木県から韓国に派遣(09年12月迄に２ﾁｰﾑ決定要)
　　　⇒09年5月の県予選は､双方の予選会(優勝･準優勝チーム派遣)となる｡監督及び補欠ﾁｰﾑは今後検討予定

津浦隆之 鈴木幸夫 藤瀬正邦 関亦英士 久郷英男 津田眞

大山千恵子 斉藤敦子 大塚綾子 村石紀子 宮幸子 田村芳江

 (2)　ねんりん結果　5/24(日)⇒帯広の森ﾃﾆｽｺｰﾄ　砂入り人工芝(20面)　9/6(日)予選ﾘｰｸﾞ､9/7(月)決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ､閉会式
　 稲田貞夫 大田原市 西順一 宇都宮市 高沢千恵子 足利市

岡本美好 那須塩原市 八田泰 宇都宮市 田沢照子 佐野市

　(3)２００９年度  全日本都市対抗テニス大会　関東予選会　　5/16(土)　宇都宮市営　屋板運動場テニスコ－ト
　1)栃木県･茨城県･埼玉県･千葉県の４県で２枠
千葉市

① 宇都宮市 ④ 千葉市

宇都宮市 4-2 4-1
③ 川口市

4-2
② 川口市 以上により､第1代表　川口市､第2代表　宇都宮市､
5-0 　　　　　　　　第3代表　千葉市(補欠)
　　7/16(木)～19(日)　千葉県柏市　３２市による全日本都市対抗が開催

2､　5/15(金)14:30～15:30　KTA常務理事会　15:30～H20年度総会･理事会　16:00～H21年度総会･理事会　
　1)H20年度事業報告
　2)H2１年度事業計画
　　①5/16～17　全日本都市対抗関東予選(栃木県)　　②7/17～19　関東BP(栃木県)
　　③8/21～23　国体関ﾌﾞﾛ(千葉県)　　　　④12/12～13　ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ関東決勝大会
　3)H20年度収支予実算､H21年度予算　　　JTAは20%経費ｶｯﾄ｡KTAは繰越金有り
　4)H21･22年度役員改選　　H21年度が改選期｡

3､　他県での大会の主な戦績

　3､1　第62回東海毎日ベテランテニス選手権大会（C2）　4/20(月)～27(月)　愛知県東山ﾃﾆｽｾﾝﾀｰ

　　1)佐藤久和　　６５才シングルス　　優勝
　3､2　第84回毎日オープンテニス選手権大会(ベテランの部)(大阪毎日)　5/18(月)～24(日)兵庫県　薬業鳴尾浜ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ他
  新型インフルエンザの影響で延期
　3､3　2009年度第83回関東オープン　一般5/19(火)～30（土)　ベテラン5/25(月)～6/7(日)　有明ﾃﾆｽの森公園他

以上

男子6０才 男子7０才 女子6０才

つくば市

川口市

千葉市

つくば市

県  名 栃木県 茨城県 千葉県 埼玉県
都市名 宇都宮市 つくば市 千葉市 川口市
代表者名 武田　隆 海野　容 近藤孝司 鎌田隆久

監　督 阿久津定之 海野　容 近藤孝司 鎌田隆久

ﾏﾈ-ｼﾞｬ－ 白石順子 細川雅代 石黒友希 松井三子

一般男子 佐藤政大 齋藤和裕 齋藤辰典 片桐憲作

黒田貴臣 海野  容 乾　祥一郎 高頭飛羽我

山口尚吾 小川　宙士 中嶋理樹 綿貫　祐介

一般女子 松重尚子 細川雅代 江戸はる奈 松本あさみ
武井　悠 広瀬るりえ 清水　綾 相羽　望

ﾍﾞﾃﾗﾝ 宮部正章 田中　宏 鈴木光弘 新城  実
１部男子 落合　聡 蓮沼　孝 山田啓司 榊原　忠雄

ﾍﾞﾃﾗﾝ 益子きく子 知見　操 須藤　薫 松井三子

１部女子 白石順子 広田ゆり子 石黒友希 若生浩子

ﾍﾞﾃﾗﾝ 橋本篤治 原 和二郎 尾頭　誠 黒田　学

２部男子 佐藤久和 中島　浩 菅井　正蔵 鎌田隆久

出場選手一覧(5/16(土)　　(監督会議後赤字)



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０９．０７．０１　栃木県テニス協会　理事長　井村孝一

ＴＴＡ　レポート　(ＮＯ.５０)　　

1､　ＴＴＡの動き
 (1)　ニッケ全日本テニス選手権  84ｔｈ  栃木県予選 結果
　6/28(日)最終日を迎え､男子は山口尚吾選手の2連覇。女子は吉田麻美選手の復活優勝   でした。本日は曇り空で
昨日よりは多少気温も下がりましたが、蒸し暑い中での戦いでした。
 (2)　第６４回国民体育大会栃木県予選会結果
　6月6日（土）、13日（土）の二週にわたり実施｡→来る8/22(土)､23(日)に千葉県での関東予選に出場する｡

１位 鈴木　佳太 １位 渡辺裕美子
２位 箱島　正隆 ２位 横田　友見
補欠 山口　尚吾 補欠 柴原　愛美

 (3)２００９年度　笹川スポーツ財団から栃木県テニス協会への助成金の活用策　　http://www.geocities.jp/tta_tennis/
１､　「ジュニアと保護者のルールとマナー講習会」で５回実施

　①　5/3、4、16、23　栃木県中学生テニス選手権大会　(5/16(土)実施)

　　　　　②　4/3～6/26　大田原ジュニアビギナーズテニス教室(県北) (6/12(金)実施)
　③　7/11～12　「関東ジュニア普及見学会」及び「ジュニアと保護者のルールとマナー講習会」(7/11(土)実施)
　④　8/5～7　栃木県小学生ビギナーズテニス大会　(8/6(木)実施)
　⑤　8/18～19両毛ジュニア大会(県南)時の講習会　(8/18(火)実施)
　　「関東ジュニア普及見学会」及び「ジュニアと保護者のルールとマナー講習会」
２､　趣旨
　栃木県内のジュニア及び保護者(一般プレーヤー、地区協会役員、各登録クラブ代表者等も参加可)に、
　最新の且つ本質的なルールとマナーを指導し底辺への浸透を図り､下記目的に本講習会を実施します。

　・礼儀作法及び知らないがゆえのマナー違反を無くす

　・プレーヤーが互いを尊重し合いながら精一杯のプレーを交し合える

　・心・技・体　三拍子揃った県民スポーツとして硬式テニスが、より普及する

2､JTA　｢平成21年度　第1回スポーツ環境委員会　議事報告書｣

1)2009年6月10日（水）13：00～15：00　岸記念体育会館1階101会議室　橋爪委員長以下全11名
2)橋爪委員長より2008年度事業報告がなされた。
　①JTA主催大会・合宿等でのポスター、横断幕の掲出

　②「チームマイナス６％」の啓蒙活動として､「イザワクリスマスオープン」「全日本室内選手権大会」プログラムへのJOC環境広告を掲載

　③「テニスの日」での共同イベント「クリーンアップ大作戦」実施

　④GSAとのパートナーシップ締結によるJTA主催大会でのエコフラッグ掲出

　⑤AIG OPENでの使用済みテニスボール15000個の回収と小学校でのリユース

　⑥47都道府県協会との連携による「環境だより」等の情報発信

　⑦「リボンマグネット」を制作し、「全国レディース」「全日本選手権大会」での販売

　⑧JOC主催の「スポーツ環境委員会」「スポーツ環境担当者会議」「地域セミナー」等での他競技団体との情報共有と交流

３）松岡委員より、JTAとして発信するスポーツと環境活動について新たな提案がなされた。

　　①JTA主催大会でのJOCポスターとともに、テニスにおける環境ルールを作成し、試合会場に掲出する。

　　②そのルールを指摘することで、心の環境を良くしていくことに繋げていく。

3､ＪＴＡ　倫理委員長　佐藤政廣委員長報告
　ＪＴＡに倫理委員会を設置後、様々な諸問題が起こり迅速に対応をして参りましたが、昨年度に連続して起きた倫理問題を記します。

　　１．選手の大麻所持の問題　　２．学校テニス部に於ける暴力問題　　３．テニスクラブのコーチによるセクハラ問題
　上記はテニス界だけでなく日本スポーツ界にとって大きなマイナスであり、二度と起こしてはならない問題であります。これらの
　問題は、常日頃からの教育や啓蒙が大事でありますが、未然に防ぐための予防策と不幸にも起こった場合の迅速な対応策を
　瞬時に講じていくためには、全国で常にこの倫理問題に関心をもって頂き、地域・都道府県レベルでも活動がしていただくことが

　必要とされます。つきましては、上記背景をご推察いただき、予防活動・啓蒙活動を第一歩としてご協力

　くださいますようお願いいたします。

4､　ハッと感動する一言
　米国・テキサス州フォートワースで開かれた「第１３回バン・クライバーン国際ピアノコンクール」で７日（日本時間８日）、全盲の日本人ピアニスト、

辻井伸行さん（２０）が１９歳の中国人ピアニストと並んで優勝した。１９５８年にモスクワで開かれた第１回チャイコフスキー国際コンクールで優勝したアメリカの

ピアニスト、バン・クライバーンさんを記念して、１９６２年に創設された。テキサス州フォートワースで４年ごとに開催されている。世界的にもハイレベルの

ピアノコンクール。東京都出身の辻井さんは生まれつき全盲で、現在は上野学園大（東京都）音楽学部３年に在学中。２歳のとき突然、母親が口ずさんでいた

「ジングルベル」をおもちゃのピアノで奏で始めたという。４歳からピアノ教師のレッスンを受け、「辻井君の音楽を聴いて、たくさんの人が癒やされると思うので、

これからもじっくり時間をかけて、焦らずに頑張って欲しい」と。

　目の見えない辻井さんに母のいつ子さんが「りんごは赤、バナナは黄色」と教えると「じゃあ、今日の風の色は何色？」と聞いたという。その感性を

大事に育てようと、自由に好きなものを弾かせる教育方針をとった。「視覚障害のある子どもはもちろん、日本の子どもたちにとって未来への可能性を広げる光

となるのでは。（健常者と）同じ土俵で素晴らしい成績があげられるということは、日ごろの研さんも含め生徒たちの目標になっています」と話した。

　今後の目標について「これはまだスタートライン。これからもっと成長して、国際的に活躍できる器の大きなピアニストになりたい」と決意を述べた。

「この子には音楽の才能があるかもしれない！」私たち親子にひとすじの光が差し込みました！今思えば、このときの「私の気づき」がその後、

伸行が才能を開花させるうえで、大きなポイントになったと思います。その後、数々の試練を乗り越え、伸行はプロのピアニストの階段をのぼっていきました。

以上

成
年
男
子

成
年
男
子

早や５０回を迎えました｡情報共有のためにも､｢そういう意味があるんだ｣と
か｢ハッと感動する一言｣を掴み取っていただければと思います｡



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０９．０８．０１　栃木県テニス協会　理事長　井村孝一

　　　　ＴＴＡ　レポート　(ＮＯ.５１)　　

1､　ＴＴＡの動き
 (1)　第４８回関東ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟﾙ大会---栃木県　県総合運動公園で実施

  ①7/18～19に実施｡栃木県勢は､男子が足利銀行６位､栃木県庁が９位｡女子は､栃木県庁５位、本田技術研究所６位｡
②栃木県から全国ＢＰ大会に出場するチームは、男子：足利銀行、女子；栃木県庁、本田技術研究所
　　　→8/28(金)～30(日)大分県ｽﾎﾟｰﾂ公園ﾃﾆｽｺｰﾄで第47回ﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟﾙ全国大会に出場

 (2)　第３３回全日本都市対抗大会結果　　　３位　宇都宮市は快挙！！
　1)優勝　京都市　　準優勝　長岡市　　３位　宇都宮市　神戸市
　2)来年ストレートイン　　　神奈川､埼玉､栃木
　3)来年５月中旬に､群馬､茨城､千葉､東京､山梨(出場予定､09/8迄に決める)で､２枠
　4)来年関ﾌﾞﾛ会場は､09/8迄に決める

 (3)7/22(水)　１３：００～国体関ブロドロー会議
1)抽選前に､シード順位は､本国体基準で行くことを確認
シード 1 2 3 4 5 6 7 8

　　　　

2)千葉県での実施内容
　1)8/21(金)12:00～17:00　練習　(男子　市柏の葉　　女子　県柏の葉)
　　　　　　　　17:00～　　　　代表者会議(さわやか県民プラザ研修室)
　　　　　　　　18:00～　　　　開会式･懇親会(さわやか県民プラザ会議室)
　2)8/22(土)8:30～9:20　練習　(8/23(日)も同じ)
　　　　　　　　9:30～　　開始式後､試合
　3)大会ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは､8/10に発送
　4)医師は常駐しないが､看護士が常駐

3)抽選会---男女共､本国体には８都県中､６県が通過｡
　<男子>
◆ Ａブロック ◆ Ｂブロック

　<女子>
◆ Ａブロック ◆ Ｂブロック

4)第６５回国体テニス関東ﾌﾞﾛｯｸ大会案---千葉県国体開催のため
　1)H22年8月20日(金)監督会議｡8/21～22に大会
　2)群馬県総合スポーツセンターテニスコート(１２面)
　3)千葉県を除く６都県を選考する最少試合数の案を提示

 (4)　２００９年度　第２回一貫指導推進会議(県体協)
　1)2009とちぎオープンジュニア大会　　8/29(土)､30(日)､9/5(土)､6(日)､13(日)､予備日9/20(日)､21(月祝)
　　　本年の参加人員は７０８名､昨年より約７０名増
　2)7/11～12　関東ジュニアに向けた強化合宿兼｢ジュニアと保護者のルールとマー講習会(ＳＳＦ共催)｣を実施
　3)２０１０年３月完成目標の｢一貫指導マニュアル｣につき､青柳副理事長も多忙な中､順次全体像を見つつ案作成し､
　　分担し､年内目途にチェックする｡ 以上

男子 東京 栃木 千葉 神奈川 山梨 茨城 群馬 埼玉

女子 神奈川 東京 千葉 茨城 群馬 山梨 埼玉 栃木

1 東京 5 栃木

2 山梨 6 埼玉

3 群馬 7 茨城

4 神奈川 8 千葉

1 神奈川 5 東京

2 山梨 6 群馬

3 埼玉 7 栃木

4 茨城 8 千葉



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０９．０９．０１　栃木県テニス協会　理事長　井村孝一

　　　　ＴＴＡ　レポート　(ＮＯ.５２)　　

1､　ＴＴＡの動き
 (1)　国体関東ブロック大会

 ①成年男子が6位で予選を通過しました。残念ながら成年女子は8位で予選通過はなりませんでした。
    成年男子　 1回戦　０－２ 埼玉県 1回戦敗者戦　０－２ 茨城県 　8位決定戦　２－１ 群馬県
              　　　6位決定戦　２－１山梨県

　　成年女子　 1回戦　０－２ 千葉県 1回戦敗者戦　０－２ 群馬県    8位決定戦　１－２ 茨城県

②千葉県での実施内容
　1)8/21(金)12:00～17:00　練習　(男子　市柏の葉　　女子　県柏の葉)
　　　　　　　　17:00～　　　　代表者会議(さわやか県民プラザ研修室)
　　　　　　　　18:00～　　　　開会式･懇親会(さわやか県民プラザ会議室)
　2)8/22(土)8:30～9:20　練習　(8/23(日)も同じ)

③男女共､本国体には８都県中､６県が通過｡
　<男子> 　本国体出場
◆ Ａブロック ◆ Ｂブロック

東京 埼玉
2-1 2-0

東京 埼玉
'2-0 2-1

神奈川 千葉
2-0 '2-0

　<女子> 　本国体出場
◆ Ａブロック ◆ Ｂブロック

神奈川 東京
2-0 '2-1

神奈川 東京
'2-0 '2-0

埼玉 千葉
2-0 '2-0

(2)　「ジュニアと保護者のルールとマナー講習会」 ｼﾞｭﾆｱ 保護者 参加者合計
　①栃木県中学生テニス選手権大会　5/16(土) 50 30 80
　②大田原ジュニアビギナーズテニス教室 (県北)　6/12(金) 35 35 70
　③関東ジュニア普及見学会　7/11(土) 45 35 80
　④栃木県小学生ビギナーズテニス大会　8/6（木） 90 70 160
　⑤両毛ジュニア大会　8/18(火) 85 55 140

305 225 530

　笹川スポーツ財団の助成金を得て､５回の「ジュニアと保護者のルールとマナー講習会」を実施し､8/6(木)には
笹川スポーツ財団の坂井調査役も見え､佐藤千恵子氏が講師で､講習会が実施された｡
ＴＴＡのHPには､｢ＳＳＦからの助成｣として掲載していますので､参考にして下さい｡

 (3)　8/7(金)13:30-　２０１１年第２４回ｽﾎﾟﾚｸ全国大会(栃木県開催)---第2回協議会　県庁東館4F講堂
1)県から(石下)(平野)(青木)(海老沼)(島田)(益子)＋県体協(森元)＋市町･種目団体代表者　合計１１０名で協議会
2)2011年　11/4(金)～10(木)　｢スポレク　”エコとちぎ"　２０１１｣　栃木県各市町村で実施､１６２，０００名来栃
3)H21/4～H22/3　ボランティア(ｽﾎﾟﾚｸｻﾎﾟｰﾀｰ)の募集､マスコット愛称の選定
4)第１４回日韓スポーツ交流事業の実施---テニスの場合､H22年に韓国へ派遣､H23年に韓国から大会参加
5)スポレクみやざき２００９に､栃木県から視察団派遣予定---各団体負担

2､県外大会の成績
　1)第２４回(０９年)東北ベテランテニス選手権(盛岡市)　女子４０才Ｓで菊池千絵選手が優勝
　　　　　　決勝戦は､６－４　５－７　ファイナル　１０－７　の激戦で優勝

以上

4 茨城 8 千葉

3 埼玉 7 栃木

2 山梨 6 群馬

1 神奈川 5 東京

4 神奈川 8 千葉

3 群馬 7 茨城

2 山梨 6 埼玉

1 東京 5 栃木



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０９．１０．０３　栃木県テニス協会　理事長　井村孝一

　　　　ＴＴＡ　レポート　(ＮＯ.５３)　　

1､　ＴＴＡの動き
 (1)　２００９ 第４回とちぎオープンジュニア

 ①８／２９(土)～９／６(日)で､昨年は雨で順延があったが､今年は順調に日程が進み良かった｡
②那須海城高校の学校の方針で、14才と16才にエントリ－している選手全員欠場となり､新型インフルエンザ予防手段でどうにもならなかった｡
③12～18男女につき７００名強の参加があり､今後も大いに大会に参加して欲しい｡

 (2)　9/12(土)下野新聞社杯　栃木県秋季ベテランオープンテニス選手権大会シングルス(県総合Ｇ)
①今年は１５７名の参加で､昨年より３４名増で､県外から４０名(２５%)
②今年は天候不順､週間予報で快晴､前日予報で曇時々雨｡本日はＡＭでも70%､PM50%雨の予報で､目まぐるしくかわる中､
　　ブログにも載せ実施｡小雨が降り始め､11:30～12:30がきつく一時中断したが､全日程終了出来た｡
③雨の影響もあり､本日の全ての試合は､６ｹﾞｰﾑｽﾏｯﾁ､６－６ﾀｲﾌﾞﾚｰｸ､ｾﾐｱﾄﾞで行なった｡

 (3)　9/18(金)　県民スポーツ大会の抽選会と要項の説明会---各市町村には下記内容説明済み､徹底のこと
１）日程及び会場　１０月２５日（日）　県総合Ｇ

町対抗 受付　　　　 ８時１５分～30分 市対抗 受付　　　　 ９時１５分～30分
監督会議　 ８時３０分 監督会議 　９時３０分
競技開始　 ８時４５分 競技開始　 ９時４５分(予定)

2)留意点
　1)５組そろっていることを原則とし、単・複とも、選手の重複は認めない。
　2)選手変更　　申込み締切後の変更は原則として認めない。要項に１２名以内の名簿記入とした｡事前に変更ある場合､
　　　栃木県テニス協会　井村孝一　(TEL/FAX　0282-43-2803　メール　kouichiimura@ybb.ne.jp)連絡のこと｡
　　　但し止むを得ない場合は、当日の各受付時迄に､市町村の会長印を押印の上､一般男子・女子・ベテラン各1名のみ変更は認める。

2､　ＫＴＡ　常務理事会　(9/28(月)14:00～16:00)　　１７名出席
(1)岩淵副会長挨拶　　7/15(水)KTA常務理事会を終え､白子ジュニア大会･都市対抗視察後に｢ガン｣で入院した｡

　　　会川副理事長は､退院し自宅療養中(接骨関係のリハビリ)｡

(2)ＡＩＧから楽天にスポンサー変更になったが､経費は厳しい

(3)関東ベテランミックス大会　　11/30(月)～12/3(木)　新座ﾛｰﾝﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ　予備日12/4(金)

　　　男女年令合計　100才以上･110才以上･120才以上･130才以上･140才以上の５種目､１３６組参加予定

(4)各委員会･各都県報告

　1)普及､ジュニア等　　

　　①関東ジュニア選手権の選考方法の見直し---1/末のランクで各都県枠決める

　　②ＪＴＡでジュニアのJOPを､ＫＴＡをベ-スに検討開始

　　③8/17(月)～23(日)　｢第５回グラスホッパー全国ジュニアテニスｉｎ佐賀｣---全国から小学５･６年生参加､日本で唯一の天然芝

　      コートで実施｡

　　④2009年度第7回　マッチ･タフ　キャンプ---8/26(水)～30(日)　ｸﾞﾘｰﾝﾋﾟｱ三木(砂入り人工芝)　参加ｼﾞｭﾆｱ68名+引率ｺｰﾁ14名

　　　　かなりﾚﾍﾞﾙの高い選手が集り､｢思ったことを行動することが本気である｣と椙棟ｽﾎﾟｰﾂﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰの教えに基き実践

　2)国体委員会

　　①国体の本来の目的は､｢普及･育成｣で､プロを参加可にしても､世界を目指すトッププロは国体に出ないのでないか

　　②プロ参加による所属問題､金銭面につき検討要｡ＪＴＡは継続審議事項とし､来年度中には決めたい

　　③来年千葉県で国体｡関ブロは､６都県を選考する最少試合数で大会開催(群馬県にて)　8/20(金)監督者会議､

　　　　8/21(土)～22(日)群馬県総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰﾃﾆｽｺｰﾄで実施

　　④都市対抗の関ブロ---神奈川･栃木･埼玉県がｽﾄﾚｰﾄｲﾝ｡東京:千葉･茨城･群馬･山梨の５つで２枠選考｡

　　　　山梨県甲州市が出場予定｡茨城か山梨でH22年開催予定(10/9迄に決定)｡H22年5月15(土)･16(日)で予定

(5)Ｈ２２年度ワンコイン制度の今後の進め方

　1)関東は､普及大会以外の都県大会のﾜﾝｺｲﾝ対象大会了解｡市町村まで拡充しないこと｡

　2)関西は､強行で､Ｈ２２年度で対象大会の新設しないと言ってる｡10/17(土)ＪＴＡでワンコイン会議があり､そこで決定予定

(6)次回KTA常務理事会　１１／１８(水)１４：００～

　　　尚　12/12～13　ダンロップ関東決勝大会時に､理事長懇談会を開き､意思疎通を図る

以上



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０９．１１．０１　栃木県テニス協会　理事長　井村孝一

　　　　ＴＴＡ　レポート　(ＮＯ.５４)　　

1､　ＴＴＡの動き
 (1)　県民スポーツ大会　１０月２５日（日）　県総合Ｇ
市の部 足利市 町の部 高根沢町

大田原市 野木町
宇都宮市 壬生町
那須塩原市 那珂川町

①要項は０９年度版使用のこと。一部の市町で、集合時間が分けてあるのを知らず、徹底されてなかった。
②選手名簿は１２名以内であり記載できるよう欄追加。
③辞退は大きなことであり、「辞退届」を提出の上(メールで可)、県協会も確認できるようにする(藤岡町)。

 (2)　10/18(日)18:00～21:00　09年度第1回委員長会議
　1)09/4～9での中間決算に係る事項
　①第64回国体関ﾌﾞﾛ(千葉県､成年男子通過)---2010年度の県予選に多数参加を!､本国体(新潟県､成年男子､少年男女)
　②第4回とちぎオープンジュニア---08年度に比し､＋７６名参加増
　　県総合運動公園が使えたことと､雨天による延期無し｡毎トーとの兼ね合い検討｡ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞの辞退27名有り｡
　③中間決算につき各委員会から説明
　2)09年度の見通し---理事長からの報告と提案
　①2010年度以降のJTAワンコイン制度　　　ｲ)県と名のつく大会で普及以外がワンコイン対象となる。
　　　　　ﾛ)市町村の大会は、政令市制都市以外は自発的な市に止め、栃木県市町村は対象外。

　②笹川スポーツ財団(SSF)助成事業　　事業番号　４４４７　助成決定金額　５００，０００円　補助率　８０%以内
　　　(対象経費　９５５，０００円の)→10/15(木)完了報告(全９０ﾍﾟｰｼﾞ､ＳＳＦ所定様式､領収書､開催要項､参加者名簿､TTA細則
　　　TTA内管理資料)｡一方０９年度ＴＴＡ用決算は､10/末の予定､30K¥程は審判委員会で活用できるよう資料整備する｡
　③ＳＳＦの2010年度の申請---1/31締切､８００～１，０００K¥提案したい｡総経委員会と審判委員会で提案を
　④公営コートでの隠れ普及指導方法の見直し

　⑤2011年11/4(金)～10(木)　｢スポレク　”エコとちぎ"　２０１１｣の栃木県開催準備---審判･運営委員を５０名養成要
　　　　10/27(火)13:15～15:30　県庁で第3回会議
　⑥09.12.23　ソフトテニスとのコート調整会議　(2010年は硬式で隔年で担当)
　⑦国体のプロ化---国体の本来の目的は､｢普及･育成｣で､プロを参加可にしても､世界を目指すトッププロは国体に出ないのでないか｡

　　　　　　　　　　　　プロ参加による所属問題､金銭面につき検討要｡

 (3)　10/24(土)18:15～20:30　09年度第1回理事会
　1)上記委員長会議踏まえ理事会を実施｡詳細内容出席理事から報告を受けて下さい｡

　2)登録料は､9/末現在　3,454名　2,072K¥｡09/4には大半が振込まれるよう各地区協会のご協力を!

　3)県体協からの補助｢一貫指導推進状況報告｣---マニュアル全50ﾍﾟｰｼﾞ(青柳)副　中心に取り纏め中｡

2､2011年　11/4(金)～10(木)　｢スポレク　”エコとちぎ"　２０１１｣の栃木県開催
(1)第3回準備委員会(10/27(火)13:15～14:45)　該当市町村＋各競技団体　１１０名出席

(2)マスコットデザインにつき､県内中高校の３１校に感謝状贈呈(代表　宇都宮白楊高校)

　スローガン　｢とびっきり　栃木で　いい汗　いい出会い｣　　山形県南陽市の68才男性の方

　マスコット　 栃の木の実をモチーフにしたデザイン　　大阪市阿倍野区47才主婦の方→愛称を11/13(金)迄募集中！！

(3)宇都宮市では､①年令別テニス　②壮年サッカー　③ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ　④年令別バドミントン　⑤壮年ボーリング　⑥マスターズ陸上

　　---11/中旬に宇都宮市と競技団体の会議予定

(4)第24回種目別大会実施計画書の作成､会場配置図､事業経費予算内訳書､事業収支予算書､大会役員数調査､競技用備品調査､

　　競技用消耗品調査､仮設物及び借上器械調査---滋賀県のを参考に､H22年3月末締切

(5)協賛事業調査---H22/4～6

(6)種目別リーフレットの作成---12/末　　｢年令別テニス｣作成要

(7)審判等養成講習会   ①09年度は県窓口で､各協会１事業補助(必要なら+１)　→　ＴＴＡからも､４０K¥を提案する

　                             ②2010年度以降は各市町村が窓口となり､増額予定

(8)次回会議　　H22.3.1(月)13:30～　第4回スポレク合同準備委員会開催

(9)テニスの場合　　　　①2011年　11/5(土)監督会議　　11/6(日)～7(月)　県Ｇで交流試合(ｿﾌﾄﾃﾆｽは栃木市)

　②０９年度県予選日程---5/23（土)スポレク､5/24(日)ねんりん｡　③09.5.21(木)～27(水)韓国派遣だが､2010年度は09/11に日程決まる

　④2010年スポレクは､5/初旬に韓国派遣との兼ね合いで日程調整要

　⑤2011年の県予選は4～5ﾁｰﾑ決定要---都道府県46+韓国2+栃木県4(不参加があれば栃木県から補充)=５２チーム(１３ﾌﾞﾛｯｸのﾘｰｸﾞ戦予選

　

以上

優　勝
準優勝
第３位
〃

優　勝
準優勝
第３位
〃

10/24(土)高妻容一教授の第2回ﾒﾝﾀﾙﾄﾚｰﾆﾝ
ｸﾞ　　　ｾﾐﾅｰ　｢ハッと感動する一言｣

好きだ　前向きに　自主性･自発性 褒める=プロセスを評価

ポジティブに､実践と継続 間=メンタル面の準備



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０９．１２．０１　栃木県テニス協会　理事長　井村孝一

　　　　ＴＴＡ　レポート　(ＮＯ.５５)　　

1､　天皇御在位２０年記念　第８４回ニッケ全日本テニス選手権大会
　(1)栃木県予選　6/7(日)～開催｡男子は山口尚吾､女子は吉田麻美選手が優勝｡オールジャパンのＣ予選(11/4～)に出場
　　　Ｃ予選で山口尚吾選手は､1回戦ﾌｧｲﾅﾙで勝利､2回戦はﾌｧｲﾅﾙで惜敗｡

　(2)全日本への流れ　　　栃木県勢更なる上を目指して頑張って下さい！！

合計 DA-1 DA-2 QA QB QC WC
男単 48名 30名 3名 6名 3名 3名 3名
男複 32組 18組 3組 6組 3組 - 2組
女単 48名 30名 3名 6名 3名 3名 3名
女複 32組 18組 3組 6組 3組 - 2組
混合複 8組 7組 - - - - 1組

WCは主催者に推薦された選手で、1組は全日本ジュニアテニス選手権18才以下の優勝組、
もう1組は全日本学生テニス選手権大会の優勝組が推薦されます。

2､　11/18(水)14:00～　ＫＴＡ常務理事会　(井村)出席､全17名出席
 1)第8回関東ベテランミックス大会　11/30(月)～12/3(木)新座ﾛｰﾝﾃﾆｽｸﾗﾌﾞ

年令 実ﾄﾞﾛｰ 年令 実ﾄﾞﾛｰ 年令 実ﾄﾞﾛｰ 年令 実ﾄﾞﾛｰ
100才 16 (砺波･小林)ﾍﾟｱ出場 110才 16 120才 27 130才 25
140才 23 計 107

 2)ﾀﾞﾝﾛｯﾌﾟ関東決勝大会　12/12(土)～13(日)(12/12(土)12:00～開会式､15:00～都県理事長懇談会<懸案事項の意見交換＞)

 3)H22年度行事予定･予算---H21年役員改選｡12/中旬各委員会へ準備依頼､1/中旬KTA提出
 4)H22年度関東オープン---一般　5/24～　　ベテラン　5/24～埼玉･神奈川･有明･柏　5/31～昭和の森

　①収入20.9M¥　支出17.5M¥　収支差3.4M¥　雨でｲﾝﾄﾞｱ使用もあり､昨年より-0.3M¥
　②各都県会場の持ち回りの検討---'11､12年は栃木県予定(09､10年は埼玉県)
 5)ＪＴＡワンコイン制度---10/23　ＪＴＡ発文書にて来年度計画

　①Ｈ２２年度から､栃木県主催の大会は全てワンコイン制度対象大会となります､ご協力を宜しく！！
　②ＪＴＡは全国一律に制度導入出来るよう徹底を！　
　③KTAは率先垂範｡但し普及大会と市町村大会には拡充しないことを要請｡
 6)各委員会､各都県協会報告

　①'10年千葉国体---監督は､’12年度から日体協公認スポーツ指導者の義務づけ(飛び級制度有り)
　　　　　　　　　　　　　　　　プロ化につきKTAの統一見解纏めていく要有り
　②第10回指導者のためのﾘﾌﾚｯｼｭ講習会---50名*2回､ＳＳＦから5年間助成(400K¥/年)
　③実業団の日本リーグ---12/初旬から開催

　

　 以上

　佐藤 政大･黒田 貴臣の共著
　　「テニスダブルスの必勝術｣　       １，４７０円

　ダブルスがうまくなりたい方､ダブルスがうまくなりたい方､最
近勝てなくてお悩みの方､ぜひこの本を読んで見てください｡さ
らにＤＶＤも付いているのでよいイメージをした状態で練習でき
ます｡
　全国書店で発売しています｡Ａｍａｚｏｎ.co.jpでも購入出来ま
す｡

2011年11/4(金)～10(木)
　｢スポレク　”エコとちぎ"
２０１１全国大会｣の栃木県開催
｢とびっきり栃木で　いい汗　いい出会

い｣

　審判･運営委員を５０名養成中



　　　　１０．０１．０１　栃木県テニス協会　理事長　井村孝一

　　　ＴＴＡ　レポート　(ＮＯ.５６)　

謹賀新年　　皆様方には､昨年中は大変お世話になり誠に有難うございました｡厳しい経済情勢は
まだまだ続いていますが､各ご家庭で暖かい､触れ合いのある新年を迎えられたことと思います｡
０９年度も､あと３ｹ月となりました｡次代を担うジュニアから､ベテランにいたる各種施策を実践し､
即行動に移し､皆様方と共に､より良い協会運営に努力していきたいと思います｡何卒宜しく
ご指導､ご協力､ご鞭撻の程お願い申し上げます｡

1､　平成２１年度　県体協競技別ヒアリングの件

　(1)12/9(水)15:00～16:15　県体協ｽﾎﾟｰﾂ会館　県･県体協7名:TTA(井村)(阿久津)（山岸)(毛塚)
　(2)主な内容
　　1)作新学院---インターハイではパワー負け､筋トレ通じ怪我の防止に役立つ｡メンタルトレも｡
　　2)足工大---新潟で合宿は効果有り｡指導者として上級コーチの勉強を｡
　　3)中体連への加盟---継続的に活躍できる場を｡(斉藤)先生から申請書提出し､10/2に中体連
　　　　　　　　　　　　　　　　栃木で理事会を開く｡
　　4)足工大(大橋可宏)選手を始め､更なる遠征強化合宿を組み､トップクラス選手と対戦し強化を｡
　　　少年女子も､(石井舞)(松重尚子)(上吉原あい)を始め､有望な選手の強化を｡中学生の(諏訪仁美)
　　　　　　　　　　　も期待｡
　　5)ＪＯＰ大会参加費を県体協の強化費で負担できるよう検討依頼
　　6)費用の使用基準の見直しを｡県Ｇの合宿所の使用基準の見直しを｡
　　7)市町村のテニス教室で､次代を担うジュニアの金の卵の発掘にも努力
　　8)県も厳しく､県体協予算　１．８億円(H20年度)→１．０億円(H25年度)､年２０M¥の減額予定｡
　　9)第６５回国体関ブロ---千葉国体で､6/7都県の選抜､8/21(土)～22(日)群馬県前橋市で実施

2､　２００９ダンロップトーナメント関東決勝大会
(1)12/12(土)～13(日)　昭和の森テニスセンター　

(2)(鈴木)選手談｢ベテランは､準優勝､今季最高の成績で､決勝は埼玉の秋山・浜中の最強ペアでした。
　　スコアは４－６　 ４－６の結果でした。自分なりに納得のいく大会でした。栃木県としては7位でした。
　　女子がコンソレ優勝、男子はコンソレ2位でした。B級は全敗でした。
(3)KTA理事長懇談会　12/12(土)15:00～16:30
　1)ワンコイン制度の意見交換　　ＪＴＡは地区協会へﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ要｡KTAは率先垂範
　2)09年度以降の関東オープンのﾍﾞﾃﾗﾝの部の会場持ち回り制の検討
　　各県の底上げ､ｺｰﾄ費用の削減､選手の要望もあり､持ち回り制がいいと思う｡案だが､08･09年埼玉県､10･11年栃木県予定
　　栃木県は県総合Ｇで実施予定---2011年5月23日(月)～29(日)､ベテランの男女各ニ種目のＳＤ､土日は面数少ない
　3)関東ﾍﾞﾃﾗﾝﾐｯｸｽ大会が､雨で二日順延､選手への徹底方法とKTAのHPの掲載方法検討要｡
　4)関東ジュニアは､白子で48面＋8面で実施｡他県でも普及･育成ため実施の検討を｡

3､　12/23(水)10:00～14:45　ソフトテニス連盟と来年度のコート調整会議

(1)TTAは､12/6(日)に硬式内調整｡それを踏まえｿﾌﾄﾃﾆｽと調整会議を実施｡

(2)かなり難航したが､お互いに譲る所は譲り合い､昨年より30分早く終了
　　1)県　　1/8締切　　2/2(火)10-　調整会議
 　 2)市　　1/15締切　 2/9(火)10-　調整会議

4､　12/27(日)18:00～19:20　ジュニア一貫指導システム会議　ＵＴＣにて<(青柳)(井村)(阿久津)＋5名>

(1)０９年度の実施状況､予実算､今後の予定｡(青柳)副中心に纏めつつあるマニュアルの読み合せ
(2)1/11(月)１１才以下体力測定兼強化指定選手選考会｡
(3)2010年度笹川スポーツ財団への助成依頼---｢ジュニアと保護者向けルールとマナー講習会｣､年７～8回実施検討中

5､　新年に当り｢ハッと感動する一言｣
09.12.19(日)朝日新聞　三重県松坂市の81才女性からの投稿からの抜粋
1)今年11月､伊勢神宮･宇治橋渡始(わたりはじめ)式の奉祝行事で､｢松坂しょんがい音頭と踊り｣を内宮さんの
　舞台で披露しました｡その日は朝５時に起床して身を清め､神棚に灯明を上げ､｢無事に奉納できます
　ように｣とお願いしました｡ <参考　｢仏地に樹(た)つ｣　(落ちても仏様は支えてあげる）>
2)松坂しょんがいは､２００３年に三重県松坂市の無形民俗文化財に指定されました｡音頭さんの情緒
　豊かないい声と､響き渡る太鼓に合わせて１０分ほど踊りました｡
3)舞台に立つ時は､言葉では言えぬ清らかな緊張感に満たされました｡涙が出るほど､胸がいっぱいに
　なりました｡８１才の長い人生の中で､一番うれしい幸せな1日でございました｡
4)次は２０年先で､私は１００歳を超えますが､身も心も使うほど光ると聞きます｡希望と信念を持って､
　長生きしてチャレンジ精神で臨む覚悟です｡ 以上

2011年11/4(金)～10(木)
　｢スポレク　”エコとちぎ"
　　２０１１全国大会｣の栃木県開催
｢とびっきり栃木で　いい汗　いい出会い｣



　　　　　　　　　　　　１０．０２．０１　栃木県テニス協会　理事長　井村孝一

　　　　ＴＴＡ　レポート　(ＮＯ.５７)　

1､　ＴＴＡの動き
　(1)1/１１(月)　ジュニア１１才以下の体力測定､選考会---２１名参加､今後の精進と活躍に期待！！
　(2)２０１０年スポレク韓国大会への派遣---平成22年4月22日(木)～28日(水)7日間
　　1)総監督兼男子監督１＋女子監督１＋選手男女１２名(09年県予選優勝と準優勝ペア)　計１４名
　　　　　欠場選手が出た場合､３位選手から選考｡
　　2)選手団---富山県　１２８名(サッカー等８種目)＋栃木県　６０名(テニス等３種目)＋本部７名＝１９５名

　　3)主な日程---団体行動になるので､全７日間統一行動になります

　　　4/22(木)　9:00　宇都宮市内集合－バスで12:00成田着｡14:00成田発(KE716便)－16:10　釜山(金浦)着｡20:00夕食｡21:00～指導者ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

　　　4/23(金)　練習他｡18:00～21:00　総合開会式　　4/24(土)～27(火)大会(詳細は別途韓国国民生活会から後報)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昨年は､土日で大会､県予選とほぼ同じルールで実施(詳細後報)

　　　4/28(水)　10:40　釜山(金浦)発－12:40　成田着｡13:40　成田発－バスで16:40　宇都宮市内着

　（3)1/31(日)18:00～　第2回委員長会議(09年度実推､10年度事業計画･予算)｡2/14(日)18:00～　第2回理事会

2､　ＫＴＡの動き(関東テニス協会)

 2､1　1/13(水)14:00～　KTA行事委員会　　金田､井村､杉沢､横澤､橋口､宗像､遠藤､小野
　　(1)関東オープン(一般)のワイルドカード基準の明文化
　　 1)各種目につき各都県から1名(1組)を申請できる｡
　　 2)都県大会優勝者(東京ｵｰﾌﾟﾝはﾍﾞｽﾄ4以上､学連は春関ﾍﾞｽﾄ4以上(3年生以下)は本戦のWCの推薦できる
　　 3)都県大会準優勝者(東京ｵｰﾌﾟﾝはﾍﾞｽﾄ4以上､学連は春関ﾍﾞｽﾄ4以上(3年生以下)は､予選のWCの推薦ができる
　　 4)8都県､学連､ジュニアの計１０の選考順位は､各種目毎次回の常務理事会で抽選とし､本戦に入らなかった都県より次年度は１位とする
　 (2)関東オープンのＷＣ枠

　　　種　　　　　目 ﾄﾞﾛｰ数 WC枠 　　　種　　　　　目 ﾄﾞﾛｰ数 WC枠
　男子Ｓ 本戦 ６４ﾄﾞﾛｰ ６名 　男子Ｄ 本戦 ３２ﾄﾞﾛｰ ３名
　女子Ｓ 予選 ６４ﾄﾞﾛｰ ８名 　女子D 予選 ３２ﾄﾞﾛｰ ４名

 2､2　1/20(水)12:00～　KTA国体委員会　　田村委員長はじめ､各都県代表委員
　(1)トキめき新潟国体成績｡第33回都市対抗(優勝　京都市､３位　宇都宮市｡次回　栃木県､埼玉県､神奈川県がｽﾄﾚｰﾄｲﾝ)
　（2)第34回都市対抗関東予選---5/8(土)～9(日)なるべき1日で､５都県で２枠(7/15～18山口県岩国市で全日本)
　　　　茨城県神栖海浜運動公園､試合方法(ﾄｰﾅﾒﾝﾄ･ﾌｨｰﾄﾞｲﾝ方式)とコート割を茨城県で作成､参加料の検討(30,500円/ﾁｰﾑ)

　(3)国体プロ化の意見交換---JTA(森)委員長が急遽欠席
　　1)各地域協会---東北･北信越･九州(プロ少なくメリット無し)｡北海道･東海(オープン化の動き)｡関西(積極的でない)
　　　　　　　　　　　　　中国(反対意見有り)｡四国(郷土選手の育成を)｡関東(国体選手出場枠減の方向､プロ化の波)
　　2)各委員から意見を述べ､委員会の纏めは､①郷土選手の育成　②各都県のレベルアップ　③ジュニアの予選方式　④オープン化は時代の波
 2､3　1/20(水)14:00～16:00　KTA常務理事会　　岩淵･飯田副会長+長岡理事長+各常務理事　計　２０名出席
　(1)関東オープン　　　1/13の行事委員会踏まえ､各種目のＷＣの抽選(１０年度から実施9
順　位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
男子Ｓ 山梨 学連 ジュニア 栃木 千葉 神奈川 東京 群馬 埼玉 茨城
男子Ｄ 茨城 学連 神奈川 山梨 埼玉 東京 栃木 群馬 ジュニア 千葉
女子Ｓ ジュニア 学連 神奈川 埼玉 栃木 群馬 茨城 千葉 東京 山梨
女子Ｄ ジュニア 栃木 千葉 東京 神奈川 群馬 学連 埼玉 山梨 茨城
　　　1)関東オープンの学生参加増のため､3/21の学連全体会議で､要項を配布し徹底する
　　　2)ﾍﾞﾃﾗﾝの部の開催場所の予定---09～10年埼玉県(月～金　16面､土日　4面　月　予備(4面))　　11～12年　栃木県
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 13～14年茨城県　　15～16年　山梨県　　各県の普及に繫げていく
　(2)Ｈ２２年度行事計画､予算計画
　　1)H20年度繰越金　2,300K¥→H21年度　1,200K¥(ｲﾝﾄﾞｱ使用､上級普及参加半分に)
　　2)ＫＴＡ各委員会の決算予定が見えてこない｡栃木県では中間決算を行い､１月には見込みが出る→透明化と予算組みの意見交換要
　(3)各委員会･都県報告
　　　①普及委員会---ｲ)3/13～14　ｺｰﾁｬｰｽﾞｶﾝﾌｧﾚﾝｽ(3/13(土)ルール講習会と重複､次年度検討要)　ﾛ)関東ジュニアの持ち回り
　　　　　　　　　　　　　---白子+各都県の普及のため､ｺｰﾁ･親やﾅｲﾀｰ設備､ｺｰﾄｻｰﾌｨｽ､ｲﾝﾄﾞｱの諸問題の検討
　　　②ベテラン委員会---JTA　女子７５才以上Ｄ新設－KTAも８組予定｡毎トーとの日程｡関東ｵｰﾌﾟﾝのﾚﾌｪﾘ
　　　③国体委員会---上記内容報告｡国体のオープン化(H22年度中に纏め､H23年度から実施予定)｡8/21～22関ブロ(前橋市)
　　　④東京オープン---ﾈｯﾄｴﾝﾄﾘｰの実施(ｽﾎﾟｰﾂｻﾌﾟﾗｲｽﾞと業務委託契約)｡5/21に東京都総会
　　　⑤ワンコイン制度---関西は意見纏まらず｡関東は前向きに実施するが､市町村大会まで拡大には反対
　　　⑥中体連の動き((飯田)副会長から中間報告)---･H24年度に中体連理事会､９地域の内５地域で参加を｡関東は８都県の内
　　　　5都県で加入要---埼玉･山梨･東京加入済み｡神奈川･千葉検討中｡
　　　　　　　　　　　　　　　　栃木県(09/12に申請書提出､10/2に県支部で理事会)
　(4)次回常務理事会　３／２５(木)１４：００～
3､　｢ハッと感動する一言｣　　棟方志功(M36.9.5生､T13年の21才で青森から上京､苦労してやっと60才で認められた｡67才で永眠)
　①一生勉強　一生青春　どちらが欠けても駄目　　　②最近は､耐えること少なく､すぐ切れる人が多い
　③感心､感動を大切に 以上

2011年11/4(金)～10(木)
　｢スポレク　”エコとちぎ"

　　２０１１全国大会｣の栃木県開催
｢とびっきり栃木で　いい汗　いい出会



　　　１０．０３．０１　栃木県テニス協会　理事長　井村孝一

　　　　　ＴＴＡ　レポート　(ＮＯ.５８)　

1､　ＴＴＡの動き
 1､1　2/14(日)18:00～　第2回理事会
　(1)｢4/18(日)15:00～　09年度総会｣　前の最終理事会で､全案件が滞りなく賛同を得た｡
　(2)(井村)からの冒頭挨拶のポイント
　　1)昨年10/24第1回理事会踏まえ､実推と予算につき各委員長から変更点のポイントのみ説明をお願いします｡０９年度は
　　　皆さんのご努力で､繰越金が１．８M¥と当初より大幅増を図ることができ有難うございました｡目標額６Ｍ￥に向け集中投資
　　　と節減努力に努めたい｡また全国大会派遣選手クラスの｢育成･強化基金｣を新設を検討中です｡
　　2)県も厳しく､県体協予算　１．８億円(H20年度)→１．０億円(H25年度)､年２０M¥の減額予定｡笹川スポーツ財団から０９年度５００K¥､

　　　10年度９５０K¥申請中｡｢ジュニアと保護者向けルールとマナー講習会｣年７～8回実施し､各地区協会に還元したいと思います｡

　　3)２０１０年スポレク韓国大会への派遣---平成22年4月22日(木)～28日(水)7日間

　　　2011年11/4(金)～10(木)　｢スポレク　”エコとちぎ"　２０１１全国大会｣の栃木県開催---この４月から実行委員会となり､

　　　皆様のご協力を宜しくお願いします｡　　　マスコット　とちまるくん　　　　スローガン　｢とびっきり栃木で　いい汗　いい出会い｣

　　4)県体協のから３年間補助を得て作成し､青柳さん中心に１１名で｢ジュニア一貫指導マニュアル｣完成｡後で具体的説明があり､

　　　次代を担うｼﾞｭﾆｱのため､大いに各地区協会や民間ｸﾗﾌﾞで活用して下さい｡

　(3)細則　第3条5､6､7号(講師日当)の改訂---身近な改善

　　条文 　　現行

第3条5､6､7号 全日　５，０００円
(講師日当) 半日 ２，５００

円 審判 指導員 　　金　　　　額

B級以上 上級以上 全日　９，０００円

　 　 半日　６，０００円

全日　６，０００円

半日　３，０００円

　1､2　ＪＴＡ　ワンコイン制度　　　　　地域／都府県テニス協会主催大会調査票（個人･団体戦）

　　 1)JTAはワンコインの増と全国統一期待するも､関西テニス協会等地域協会で反対有り｡KTAは前向き対処
　　 2)県と名のつく大会はワンコイン対象大会｡払うものは払うが普及大会除く｡市町村には波及させない｡
　　 3)2010年度JTAへのワンコイン額　　３９８，４００円/年(０９年度　166,600円　昨年比　２３１，８００円増)

　1､3　栃木県初の賞金大会---トップクラスのプレーを現認を！！　大会へのご協力を！！

グレード

　第1回栃木宇都宮オープン

開催期日 最終予選 平成22年9月29日（水）

本　　　選 平成22年10月5日（火）～平成22年10月9日（土）

最終予選 平成22年9月30日（木）

本　　　選 平成22年10月5日（火）～平成22年10月9日（土）

名　　称 宇都宮市清原中央公園テニスコート

所在地 栃木県宇都宮市清原工業団地１４番地

最終予選 シングルス・ダブルス　フリー

本　　　選 シングルス32名・ダブルス16組

最終予選 シングルス・ダブルス　フリー

本　　　選 シングルス32名・ダブルス16組

使　用　球 　　 　　　　　ダンロップフォート

男子 1,000,000円

女子 500,000円

申請者（主催者） 住所 栃木県宇都宮市旭１－５－１２サーパス御本丸公園４０６

責任者氏名 森田武比古

　　　　　　　　　　　　　　電話　090ｰ6510-7584 ＦＡＸ　（0282）86-2572

<参考　２０１０年度ベテラン大会の主な日程>

以上

賞金総額

女子

会　　　場

種目・参加数

男子

女子

(2)半日講師後､ＲＵ等実施の場合､半日の所定のＲＵの日当を支給
する｡

JTA公認

正式大会名称

男子

C級他 指導員他

改訂案

講師の準備段階の労苦にも報いるため､

(1)   当日の講師日当

2011年11/4(金)～10(木)
　｢スポレク　”エコとちぎ"

　　２０１１全国大会｣の栃木県開催

｢とびっきり栃木で　いい汗　いい出会い｣

　【温暖化防止　　チャレンジ２５％】

　　TTAとして､「自分のゴミ＋Ｏｎｅ運動＋エコキャップ」を実施します。自分のゴミと周りに落ちているゴミの持ち帰り運動の推進

NO 開催日時 大会名 会場 種目 締切 HP掲載

4月10(土) 屋板運動場 男子35～70歳

(予備日）4月17日(土) (予）鬼怒GP(白沢) 女子40～65歳

5月2日(日) 栃木県総合運動公園 男子35～70歳

(予備日）5月29日(土) (予）清原中央公園 女子40～65歳

5月23(日) 屋板運動場(6面) 男子60/70歳D

(予備日）5月28日(金) (予）屋板運動場 女子60歳D

6月5日(土) 小山運動公園

(予備日）6月12日(土) (予）清原中央公園

6月20日(日) 屋板運動場 男子35S  45D

(予備日）7月3日(土) (予）屋板運動場 女子40S  40D

1
第7回栃木県春季ﾍﾞﾃﾗﾝﾃﾆｽ選手権(E2)
ダブルス

3/11(木) 2/12(金)

2
第7回栃木県春季ﾍﾞﾃﾗﾝﾃﾆｽ選手権(E2)
シングルス

4/1(木) 2/26(金)

3 ねんりんピック県予選 4/26(月) 3/19(金)

4/7(水)

5 マスターズテニス大会　県予選 5/19(水) 4/19(月)

4
スポーツレクリエーション祭県予選(2011年スポレ
ク栃木(全国大会)リハーサル大会)

30/40/50歳以上
ﾐｯｸｽD

5/7(金)


